
2005年福岡県西方沖地震に伴う福岡都市圏の被害状況 

Earthquake disasters in the Fukuoka urban area resulted from the earthquake off 
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2005年3月20日に発生した福岡県西方沖地震（M7.0）により、福岡都市圏およびその周辺に大きな被害があった。

既に各関係者により被害状況の報告が行われているが、それら報告は調査範囲が限られ、本地震の被害の広がり、お

よびその被害原因に関して充分に議論が行われているとは言えない。そこで、我々は、西部や東部に広がるベッドタ

ウンを含めた福岡都市圏広域の被害状況について、主に神社や墓地の鳥居、石灯籠、墓石の倒壊などの調査を行った。

本報告では、表面波の伝わり方の検討材料としてこれら構造物の倒壊方向および移動方向を明らかにし、被害の広が

りとその大小を分けた地質的背景について議論する。 


